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前提条件
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スミスチャートの起源

► 発明者であるフィリップ H. スミスにちなんで名付けられた

► 1939 年 1 月にElectronics誌で最初に紹介された

フィリップ H. スミス(1905–1987)
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スミスチャートの応用
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► スミスチャートには多くのアプリケーションがある

► 最も一般的なアプリケーションには、インピーダンスマッチ

ングとマッチングネットワークの設計などがある

► コンパスや定規を使用して、鉛筆などでスミスチャート上に

描く事で、問題を解決できる

− 以前に比べて重要性が低下している

► インピーダンスの視覚化や、マッチングネットワークの性能

を調整または検証する際に、非常に役立つ



スミスチャートとは

► 1ポート測定時に使用

− 反射係数 (SXX)

► スミスチャートは、Z0に対する ZLを示して

いる

► 複素インピーダンスを簡単に視覚化できる

− 個別ポイント

− トレース (インピーダンス vs.周波数)
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直交座標からスミスチャートへ
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プライムセンター

► チャートの中心 ( プライムセンター )

は、ソースインピーダンス Z0

− ほとんどのRFシステムで 50 Ω

► 値は 1.0 に正規化される

− 50 Ω / 50 = 1.0

► スミスチャート上のすべての値は、こ

の同じ値で正規化される

− 任意のシステムインピーダンス

( 例: 75 Ω に同じスミスチャートを

使用可能 )
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プライムセンターの意義

► 理想的には、ZL = Z0

► 測定されたZLがスミスチャートにプロットさ

れる

► 測定されたZLが中心 ( Z0 ) に近いほど、イン

ピーダンスマッチングは良好

► 中心から離れるほどミスマッチが大きくなる

► マッチングネットワークなどを使用して、 ZL

を中心に移動することが多い

► デバイスは、トレースが中心を通って移動す

る周波数で共振する
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抵抗軸

スミスチャートの基礎9

(50 Ω) ∞ Ω –オープン回路0 Ω –ショート回路

VSWR = 1 VSWR = ∞VSWR = ∞



定抵抗円

► 複素インピーダンスは、水平方向の抵抗軸

(R + jX) に沿わない

► 正規化された抵抗は定抵抗円として表示される

► 円に沿ったすべての点には、同じ抵抗部分また

は実部がある

► 任意のポイントで正規化された抵抗値は、定抵

抗円を横軸に沿ってたどり、値を読み取ること

によって検出できる
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リアクタンス軸

► リアクタンス軸はスミスチャートの

円周に沿っている

► 値は軸上にラベル付けされている
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リアクタンス曲線

► 正規化されたリアクタンスはリアク

タンス曲線として表示される

► 曲線に沿ったすべての点は、同じリ

アクタンス成分または虚数部を持つ

► グラフの上半分の値は正 (誘導性)

► グラフの下半分の値は負 (容量性) 
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スミスチャートにインピーダンスをプロットする

► 複素インピーダンス: Z = R ± jX

− 100 + j75 Ω

► Z0で除算してインピーダンスを正規化

− (100 + j75) / 50 = 2 + j1.5

► 抵抗円を見つける

− Rnormalized = 2

► リアクタンス曲線を見つける

− Xnormalized = 1.5

► インピーダンスは円と曲線の交点にある
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スミスチャートからインピーダンスを読み取る

► スミスチャートからのインピーダンスの

読み取り:

− ポイントがどの抵抗円上にあるかを決

定する

− ポイントがどのリアクタンス曲線上に

あるかを決定する

− 正規化された値にソースインピーダン

ス (Z0) を掛けて実際の値を求める
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R = 0.3 X = - 0.4

Znormalized = 0.3 – j0.4

ZL = 15 – j20 Ω



まとめ

► スミスチャートは複素インピーダンスを表現

− 個別ポイント

− トレース (値と周波数)

► インピーダンスマッチングを求めるなど、グラ

フィカルに行うことがでる

− コンピュータが発達する以前に重宝された

► スミスチャートは以下で構成される

− 抵抗軸とリアクタンス軸

− 抵抗円とリアクタンス曲線

− 値はシステムピーダンスに対して正規化される
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